
 

 

 

「安曇野の自然まるわかり観察会」 

実施報告 
 
 
 
 

第１回 ６月２１日（土）黒沢洞合自然公園（三郷） 

第 2 回 8 月 23 日（土）自然体験交流センターせせらぎ（明科） 

第 3 回 11 月 1 日（土）穂高牧地区 ⇒雨天のため中止 

第 4 回 2 月 21 日（土）豊科交流学習センター「きぼう」 

 

 

 

 





【教えてもらった生きものなど】 

 

昆 虫…ボクトウガ幼虫、ジョウカイボンの仲間、アリの巣、コアオハナムグリ、ルリタテハ、

コクワガタ、コフキゾウムシ、イタヤカミキリ、クワキジラミ、ゴミムシの仲間、ス

ジグロシロチョウ、コミスジ、シロスジカミキリの付けた傷、シオカラトンボ、ヒョ

ウモンチョウ類、シリアゲムシ、キチョウ、モンキチョウ、シロテンハナムグリ、エ

グリトラカミキリ、ヒメアシナガコガネ、コメツキムシ類、ヘリグロリンゴカミキリ、

トビケラの幼虫、トゲマダラカゲロウ、ガガンボの幼虫、ヒメギス、オオゾウムシが

脱出した跡、コオイムシ、ルリボシヤンマ？、コガムシ、ガムシ、ショウジョウトン

ボ 

両生類…イモリ、トノサマガエル 

鳥 類…コゲラ、ホオジロ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ツバメ、ヤマガラ、キビタキ 

哺乳類…クマの糞 

魚 類…イワナの稚魚、メダカ 

その他動物…マルタニシ 

植 物…オニグルミ、ノリウツギ、クリ、ヤマウルシ、雑木林、クララ、ウツギ、アブラチャ

ン、フトイ、ヒメガマ、サンカクイ、ジュンサイ、カズノコグサ、キショウブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アリのつくった坑道              クワキジラミ 

（木の中から木くずを出して道をつくります）  （綿の様に見えますが昆虫で、桑の害虫です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ヒメアシナガコガネとコフキゾウムシ            クララ 

                      （薬草でとても苦いです。オオルリシジミの食草） 
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        トノサマガエル                コオイムシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イモリ                  マルタニシ 
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・水中にも外来種がおり、今回もたくさんとれたコモチカワツボも外来種である。魚でもブラ

ウントラウトなどがみられる。 

・水生生物は、水の汚れの原因となる有機物を食べる種類も多い。水質が良く美しい水辺をつ

くることに貢献していることを覚えておいて欲しい。 

 

【教えてもらった生きものなど】 

 

昆 虫…ヒゲナガカワトビケラ、フタスジモンカゲロウ、ヤマトビケラ、マツモムシ、トンボ

のヤゴ（サナエトンボ）、 

魚 類…ヨシノボリ、アブラハヤ、オイカワ、ウグイ、ニジマス 

その他動物…ヨコエビ、シマイシビル、サワガニ、コモチカワツボ、プラナリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒゲナガカワトビケラ              プラナリア 

（水中に網を張り、流れ下る有機物を         （水中の掃除屋さん） 

引っかけて食べます）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        コモチカワツボ（外来種）              ウグイ 
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第 4 回「安曇野の自然まるわかり観察会」座学講座 実施報告 

 
【日時】2 月 21 日（土） 13：30～16：00 

【場所】豊科交流学習センター「きぼう」２階ホール 

【講師】林 秀剛さん（信州ツキノワグマ研究会） 

松尾 衛さん（森倶楽部２１） 

小河 深美さん（安曇野緑の会） 

【参加人数】40 名 （大人 37 名、子ども 3 名） 

【事務局スタッフ】深澤係長、飯田、岡本、百瀬、松平、山田、中根 

【内容】 

「安曇野の自然を語る ～生きもの最前線～」をテ

ーマに自然環境についての座学講座を実施しました。

講師は、市民環境ネットワークの自然環境保全等に関

わる団体の皆様にお願いしました。 

講演はリレートーク形式とし、市内の今の自然につ

いて、課題や問題点、トピックなどをテーマごとにご

講演いただきました。テーマは、「ツキノワグマ」「松

枯れ」「外来生物」の 3 つです。 

 

 

■林 秀剛さん（信州ツキノワグマ研究会） 

「2014 年 クマ事情」と題して、昨年市内で多

く出没したツキノワグマについて、生態と特徴を紹

介いただきました。 

2013 年は、餌のドングリが豊作であったことか

ら、翌年である 2014 年の出没は予想されたことだ

ったようです。被害防止のためには、クマの行動域

が拡大していること、クマは身近なところで人を見

ていることを認識し、誘引物の除去や侵入防止（電

柵など）の対策をきちんととることが必要とのこと

でした。 

 

■松尾 衛さん（森倶楽部 21） 

市内で近年問題となっている松枯れについて、そ

の発生メカニズムや被害の状況について紹介いただ

きました。 

松枯れを引き起こすマツノザイセンチュウは、明

治時代に外国から入ってきましたが、その存在は昭

和 46 年まで分からなかったそうです。市内の松枯
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